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種のピンチレータの P0.1の考察
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Iはじめに】昨年私は.EYITAとCP-I00のPO.I
を高速7tp?'レコーグーにて比較検討した。 PO.I針演l

では.7ナロ?'レコーグーでの限界を痛感させられ解析

には.Lecroy社9304ADigital Oscilloscope(以

下9304Aとする)が必要と考え使用した.呼吸器は，

ADULTSTAR2000とEYITA-I000swを使用し2機種のC

RT画面上PO.I値 (A/D:変換後)と 9304A(A/D変換前)

とを比較した。またそれぞれのヘツチレサの測定率・

イントについても考察した。

[方法及び対象1女性 38歳肺炎呼吸器は.ADU 
LTSTAR2000とEVITA-I000swを用いた。呼吸条件

fj: .そート'SIMY+PSFi02 0.4 VT450 PEEP 7cmH20 

PS5で呼吸管理となった患者である ，PO.I測定時は

CPAPとした。測定壬ニターは、 9304Aを用しリイルト処理

は，エンハンスドレ1'9，，-ション+FIR7ィ付ーすン7・9;.t?'分解能

は，鉱山，ロ-，Hードにて波形補足する。ADULTSTAR2

000では.7'レフシャ一円以ヂューす事.ード上A/D変後7'ロセ?

すにハ 1シ7・7・ロー7・を後続インチレサセフテインク.にて録作，

EVITA-IOOOSWでは，アナログ$'-ドを俗載.DSUBコネクタ

を9304AIこ後続してFunctionKey像作でPO.Iを針演l

し，それぞれの機種でCPAPOcmH20とCPAP7cmH20 

の条件下で測定した。測定率・イントについては.930

4A上にて判断し，表示トレースは (IDIY'100mv)で読む

事とし結果についてはMann-Whitney-U-Testで行

った。

I結果及び考察]ADULTSTAR(PEEP OcmH20)では、

PO.I 10.8:t 4.2 9304A PO.I 9.9土3.7 EY IT A (PEEP 

OcmH20)では.Po.18.6:t2.39304A 7.1:t1.4とな

った，ADULTSTAR(PEEP7cmH20)では7.1 :t 3. 2 930 

4A 4. 4:t 1. 1 EY IT A (PEEP 7 cmH20)では、7.9:t2.2

9304A 6. 8:t 1. 9となった。 CPAPO.7cmH20のADU

LTSTARとEYITAでは.9304Aより表示される値は高

く表示されCPAP7cmH20のときに有意差がでた。

これはPEEP負荷したことによる残気量の影響と

考えられた oADULTSTARがEYITAより高いPO.Iが測
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定されたのは7ィ付ー特性の影響と恩われ.EYITAが

ADULTSTARより低い P0.1が測定されたのは敏感な

測定感度(ーO.5mbar)と機械特性(17ト的}問題と思

われた。また測定本・イントの解析では，吸気認臓がイ

ントに変動(たんなる計測値}がみられ波形を見な

がらPO.IIこ考察を加えることが必要と J恩われた

(図2)0 9304Aのエンハンスドレ1'hーションは、信号が単発

であっ弁内線阿波 Lの周期が:堅ど γ7ヘ.1/-'/.寸ス

事が出来ない場合に，，，'v-γの代わりに用いられ，

設定に応じたt・7ト数分の分解能を上げられる。エン

ハンスト'レ1'9"ーションの効果でl田v程度の小さな表示トレ

ー1の実効分解能を向上させる事が出来たことは.

特質的と思われた。
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本このような波形はEV1TAとADULTSTAR両機種に見られた


